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講義 

授業概要 

現在はグローバリゼーションの時代といわれており、ジェット機やインターネット用いて、ヒト・モ

ノ・カネ・情報が短時間で地球をかけめぐっています。このようなグローバリゼーションがどのように

形成されてきたかを考えるのが、グローバル・ヒストリーです。  
人類が交易を開始し、やがて馬車や馬、さらに船を用いてより多くの物資をより遠くへ運び、さらに

交易のためにさまざまな商品を開発して行く過程を説明し、現在のグローバリゼーションの成り立ちを

考えます。 
到達目標 

・観光学を学ぶ上で必要な世界史の基礎的な知識を、相互の関連の中で幅広く身につけます。 

・現在のグローバリゼーションに流されないための、しっかりとした思考力を身につけます。 
授業方法(展開) 
・教材として、毎回 4～5 ページ程度の文章で書かれたプリントを配布します。 
・授業では、パワーポイントを用いて、まず教材の内容を簡潔に要約したレジメと、地図・図・写真な

どを用いて具体的な内容の説明を行います。 
・スライドで用いたレジメ・地図・図は、後に復習しやすいように、毎回配布されるプリントに掲載さ

れています。 
関連科目・知識・スキル 

・必ずしも前提とする知識やスキルを必要としません。 

・地域研究の講座や大使館とのリレー講座などの内容と関連します。 
成績評価 

・ 全体で 8 回、講義中に学んだことについて、小論文テスト(200 字程度)を行います。テストについて

は次回に採点して、解答例とともに返却します。 

・ 採点方法：提出すれば 4 点、提出遅れは 2 点、未提出は 0 点、内容では 3 ポイントに

加点(各 2 点)し合計 6 点、全体で 14 回の小テストが行われ、合計で 140 点となります。

・ 最終のテストでは、毎回配布するプリントに添付されている選択問題(314 題)の中から 30 題を出題

し、各 2 点で 60 点とします。 
・ 小論文テストと最終テスト、及び授業態度を勘案して 200 点満点とし、これを 2で割った点数が成績

となります。 

 
教科書・参考書など 

・原則的には、オリジナルのプリントで講義を行うため、市販の教材を使用しません。 
・参考文献については、直接該当するものはありません。 
・個別の問題に関する参考文献は、講義で提示します。 

履修上の注意事項 

・教材については、毎回配布します。 
・課題提出は、隔週で行う小論文については、講義中に提出、次回に返却します。 

 



授業の柱(単元)と授業スケジュール 

第 1 講  オリエンテーション 

第 2 講  歴史とは何か 

第 3 講  グローバル・ヒストリーとは何か(小テスト①) 

第 4 講  交易の始まり 

第 5 講  文字・鉄・貨幣の歴史 

第 6 講  古代帝国の成立(小テスト②) 

第 7 講  南アジアと海域世界 

第 8 講  中華帝国の成立 

第 9 講  ユーラシア・ネットワークの成立(小テスト③) 

第 10 講 遊牧騎馬民族の活動と内陸ユーラシア 

第 11 講 イスラーム・ネットワークの成立 

第 12 講 分裂するユーラシア(小テスト④) 

第 13 講 パックス・モンゴリカ 

第 14 講 14～15 世紀－危機の時代 

第 15 講 「交易の時代」（１）(小テスト⑤) 

第 16 講 「交易の時代」（２） 

第 17 講 近代世界システムの成立 

第 18 講 17 世紀－危機の時代(小テスト⑥) 

第 19 講 17 世紀－オランダの世紀 

第 20 講 イギリスの形成 

第 21 講 大西洋三角貿易(小テスト⑦) 

第 22 講 イギリス－覇権国家への道 

第 23 講 綿織物とパックス・ブリタニカ 

第 24 講 文明の衝突 (小テスト⑧) 

第 25 講 国民国家とナショナリズム 

第 26 講 自由貿易帝国主義と世界の一体化 

第 27 講 社会主義の挑戦とナショナリズム 

第 28 講 20 世紀－戦争の世紀 

第 29 講 パックス・アメリカーナと冷戦 

第 30 講 総括 

学生への一言 

・この講座用のノートを用意しておいて下さい。 

・配布したプリントを整理できるファイルを用意して下さい。 

 


